
　

入
山
辺
線
が
な
く
な

れ
ば
、
市
街
地
へ
行
く

手
段
が
閉
ざ
さ
れ
、
買

い
物
、
通
院
等
が
で
き

ず
、
生
活
が
成
り
立
た

な
く
な
る
方
も
出
て
き

ま
す
。
入
山
辺
線
を
存

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
お
得
に
ご
利

用
で
き
る
回
数
券
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
円
券
は
11
枚
綴

り
で
千
円
。
３
０
０
円

券
は
11
枚
綴
り
で
三
千

円
と
な
り
ま
す
。
入
山

辺
・
里
山
辺
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
、
各
町
会

長
さ
ん
、
市
役
所
地
下

売
店
に
て
購
入
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
平
日
運
行

（
土
日
祝
・
年
末
年
始

12
月
29
日
～
1
月
3
日

は
運
休
で
す
。）

世帯数
　男
　女
総人口

８４４戸
８６８人
８９３人

１，７６１人

令和６年５月1日現在

　

入
山
辺
線
バ
ス
は
平

成
29
年
か
ら
地
域
主
導

型
の
公
共
交
通
と
し
て

「
入
山
辺
線
公
共
交
通
協

議
会（
構
成
委
員
は
町

会
長
、各
種
団
体
長
等
）」

が
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
7
月
30
日

の
公
民
館
報
で
も
「
存

続
の
危
機
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
５
年
経
過
時

の
厳
し
い
状
況
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
入
山
辺

線
で
す
が
、
つ
い
に
近

年
の
燃
料
費
高
騰
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
務

員
不
足
な
ど
の
影
響
か

ら
、
運
行
経
費
が
値
上

が
り
し
た
た
め
、
運
行

を
見
直
し
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
下
表
の
と
お
り
バ

ス
の
減
便
と
運
行
時
間

の
変
更
を

行
い
ま
し

た
の
で
ご

確
認
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
度
、町
会
連
合
会
長
に
就
き

ま
し
た
東
桐
原
町
会
の
臼
山
佳
明

と
申
し
ま
す
。

　

市
役
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
間

の
、平
成
14
年
４
月
か
ら
４
年
間
こ

の
入
山
辺
の
出
張
所
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
、地
元
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、町
会
長
と
い
う
別
の
立
場
で

地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
が
出
張
所
長
だ
っ
た
平
成
14

年
の
入
山
辺
人
口
は
約
３
、０
０
０

人（
松
風
園
１
０
０
人
含
）位
で
し

た
が
、現
在
は
約
１
、８
０
０
人（
松

風
園
同
じ
）と
な
り
ま
し
た
。日
本

中
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
の
結
果
で
す
が
、こ

れ
ま
で
の
町
会
役
員
の
皆
さ
ん
は
、

い
ろ
ん
な
会
合
を
通
し
て
、人
口
減

少
・
農
林
業
・
そ
の
他
の
問
題
に
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
に
、改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、引
き
続
き
地
区
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、他
の
町
会
役

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
の
で
、入
山
辺
地
区

の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

忌
憚
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

入
山
辺
地
区

町
会
連
合
会
長

　
臼
山
　
佳
明

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

人
　
事
　
往
　
来

　

私
は
数
十
年
前
、
美
し
い
北
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
が
見
渡
せ
る
入

山
辺
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

今
も
木
造
の
校
舎
で
学
ん
だ
こ

と
や
二
宮
金
次
郎
の
石
像
が
見
守

る
校
庭
で
の
運
動
会
な
ど
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
そ
の

小
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
豊
か

な
自
然
や
古
く
か
ら
の
伝
統
文
化

に
育
ま
れ
た
入
山
辺
地
区
に
生
ま

れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
入
山
辺
も

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
耕
作
地
の

荒
廃
、
空
き
家
の
増
加
、
な
ど
課

題
が
い
く
つ
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
が
公
民
館
活

動
を
通
じ
て
少
し
で
も
改
善
す
る

こ
と
が
出
来
、
活
気
あ
る
入
山
辺

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
山
辺
保
育
園
の
保
育
目
標

「
自
分
で
考
え
遊
ぶ
子
ど
も
」「
感

謝
と
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
」

「
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
子
ど
も
」

入
山
辺
公
民
館
長

　
百
瀬
　
英
昭

入
山
辺
保
育
園
長

　
浅
原
真
由
美

　

硬
い
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
２
年
間
、皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

R ６. ４. １からの主な変更点R ６. ４. １からの主な変更点

【通勤・通学便】《４便から２便に減便します》
　◉ 行き：７時 10 分　大和合発　に変更
	 ※６時 30 分 大和合発 廃止

　◉ 帰り：18 時 00 分　バスターミナル北発（変更なし）
	 ※ 19 時 40 分 バスターミナル北発 廃止

【通院・買物便】《中央・南ルートは変更ありません》

　◉ 北ルート ８時 40 分　駒越発　に変更
　　　　　　 10 時 10 分　駒越発　に変更

入山辺線の
詳細はこちら

ぜ
ひ
、
ご
利
用
を

ぜ
ひ
、
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す
！！

▶

13人乗りのコミュー
ター１台での運行です。
ステップがついて乗り
降りしやすくなりました。

入山辺線バスをご利用ください入山辺線バスをご利用ください

入山辺線バスをご利用ください！入山辺線バスをご利用ください！
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町 

会 

連 

合 

会 

長

防 

犯 

協 

会 

長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長	

・
臼
山　

佳
明

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長	

・
内
城　

伸
一

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
大
輪　
　

豊

農
振
推
進
協
議
会
長	

・
小
笠
原　

寛

松
本
市
農
業
委
員	

・
武
井　

茂
善

松
本
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

	

・
中
野　

千
尋

防
災
部
会
長	

・
矢
島　

健
弘

防
災
福
祉
女
性
部
長	

・
木
下　

優
子

衛
生
協
議
会
長	

・
中
野　

義
郎

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	

・
中
村　

高
俊

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長	

・
百
瀬　

行
敏

福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

	

・
矢
島　

裕
子

	

・
原
山
久
美
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
村
田
佳
代
子

入
山
辺
公
民
館
長	

・
百
瀬　

英
昭

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
朝
倉　

康
直

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
赤
羽　

稔
彦

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
百
瀬　

清
子

ス
ポ
ー
ツ
協
会
長	

・
飯
濱　
　

崇

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
古
田　

政
美

消
防
第
十
八
分
団
長	

・
百
瀬　

昌
幸

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
中
澤　
　

孝

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

・
胡
桃
澤
奈
央

山
辺
小
学
校
保
護
者
代
表	

・
内
山
穂
奈
美

山
辺
中
学
校
保
護
者
代
表	

・
武
井　

幹
子

町
会
長

　

橋
倉	

・
宮
坂　

幸
弘

　

南
方	

・
牧
田　

英
明

　

西
桐
原　
　
　
　
　
・
中
村　

高
俊

　

東
桐
原	

・
臼
山　

佳
明

　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

行
敏

　

北
入
中
部	

・
小
澤　

憲
夫

　

千
手
／
駒
越	

・
加
納　
　

敦

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
飯
濱　

公
一

　

上
手
町	

・
古
田　

政
美

　

原
／
厩
所	

・
飯
ヶ
濱
優
二

　

大
仏
／
一
の
海	

・
浅
村　

保
雄

　

大
和
合
／
牛
立	

・
宮
坂　
　

修

　

三
城	

・
阿
部　

米
和

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉	

・
小
出　

公
英

　

南
方	

・
赤
羽　

稔
彦

　

西
桐
原	

・
森
下　

邦
典

　

東
桐
原	

・
木
下　

尚
子

　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

英
夫

　

北
入
中
部	

・
新
井　

健
治

　

千
手
／
駒
越	

・
赤
羽　
　

正

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
村
上　

富
雄

　

上
手
町	

・
古
田　

充
宏

　

原
／
厩
所	

・
中
野　

勝
美

　

大
仏
／
一
の
海	

・
柳
澤　

憲
一

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

秀
之

　

三
城	

・
阿
部　

米
和

民
生
・
児
童
委
員

　

橋
倉
／
南
方	

・
武
井　

久
枝

　

西
桐
原	

・
滝
沢　

雅
敬

　

東
桐
原	

・
臼
山　

洋
子

　

舟
付
／
宮
原	

・
伊
藤
佳
代
子

　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
三
ツ
山
栄
勇

　
三
反
田
／ 

奈
良
尾
／
上
手
町	

・
斉
藤　

高
子

　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

康
直

　

大
和
合
／
牛
立	

・
沢
渡　

里
美

　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員	

・
木
下　

幸
子

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

役
員
紹
介

役
員
紹
介

令
和
６
年
度 

役
員
紹
介

◎
５
月
26
日（
日
）

　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
６
月
１
日（
土
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
白
馬
）

◎
７
月
27
日（
土
）

　

第
34
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
８
月
29
日（
木
）～
31
日（
土
）

　

第
７
回
通
学
合
宿

◎
10
月
13
日（
日
）

　

第
67
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎
10
月
20
日（
日
）

　

第
91
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
11
月
３
日（
日
・
祝
）

　

第
46
回
入
山
辺
地
区
文
化
祭

 （
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

 

同
時
開
催
）

◎
11
月
４
日（
月
・
祝
）

　

第
41
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

※
変
更
・
中
止
に
な
る
可
能
性
が

　

あ
り
ま
す

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度
　　

入
山
辺
公
民
館

入
山
辺
公
民
館

主
要
事
業
に

主
要
事
業
に

    

つ
い
て

つ
い
て（
予
定
）

（
予
定
）

　

入
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
前
担
当
の
石
川
和
也
さ
ん
は

保
険
課
へ
異
動
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

入
山
辺
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
主
査

　
百
瀬
　
敬
子

　

こ
の
４
月
か
ら
入
山
辺
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
へ
の
配
属
は
初
め
て
な

の
で
、
毎
日
緊
張
し
て
お
り
ま
す

が
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
住
み
や
す

い
明
る
い
地
区
づ
く
り
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
色
々
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
入
山
辺
地
区
の
皆
様
方

と
「
共
に
考
え
る
」
を
心
情
と
し

て
、
連
合
町
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間
、 　

今
年
３
月
ま
で
公
民
館
長
と
し

て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
ご
指
導
と
温
か
い

ご
協
力
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
た
事

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
年
間
の
中
で
コ
ロ
ナ
感
染
症

予
防
の
為
、
イ
ベ
ン
ト
・
集
会
・

学
び
等
の
機
会
が
失
わ
れ
た
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
五
類
に
移

行
後
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
戻
り

つ
つ
あ
り
、
今
後
公
民
館
活
動
も

増
々
活
発
に
行
わ
れ
、
住
み
や
す

い
入
山
辺
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

初
め
て
知
っ
た
り
体
験
し
た
り
す

る
こ
と
の
連
続
で
し
た
。
至
ら
な

い
点
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
入
山
辺
地
区
の
皆
様
方

と
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
皆
様
方
の
、
ご
理
解
・
ご
尽
力

に
支
え
ら
れ
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
目
指
し
、
保
育
園
の
中
で
大
切

に
し
て
い
る
自
然
と
触
れ
合
う

事
、
異
年
齢
の
子
み
ん
な
が
か
か

わ
っ
て
生
活
し
た
り
遊
ぶ
事
、
地

域
の
方
と
の
交
流
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
入
山
辺

の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

事
に
感
謝
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保

育
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
入
山
辺
地
区
町
会
連
合
会
長

�

木
下
　
誠
一
郎

前
入
山
辺
公
民
館
長

�

小
笠
原
　
鉄
夫

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

左：木下前町会連合会長　右：小笠原前館長

（写
真
：令
和
５
年
度 

通
学
合
宿
よ
り
）
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